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黙
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評
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の
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ゑ
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に
書
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ス
バ
ル
五
号
（
明
四
二
）
に
載
せ
る
た
め

一
気
に
書
き
下
ろ
し
た
「
我
百
首
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の
一

首
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は
当
時
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潮
楼
主
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る
。
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ろ
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く
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で
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、
と
あ
る
大
学
の
文
学
部
に
問
い

合
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せ
の
と
こ
ろ
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関
係
の
先
生
が
不
在

で
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日
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会
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が
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で
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だ
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書
く
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く
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立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り立 神 峡 里 地 公 園 だ よ り

お問い合わせ・お申し込み先
立神峡公園管理組合　☎62－1543　tategamikyou@yahoo.co.jp （8：30～17：30火曜定休日）

活動報告
常葉保育所　自然体験学習常葉保育所　自然体験学習
　3月12日、ぽかぽか陽気の中、常葉保育所の自然体験学習を行いました。今回は通常のお散歩に加えて、さまざ
まなものに目を配ってもらいながら、歩くことを目的としました。
　立神峡公園管理棟から、おもちゃのアヒルがお散歩に出て、迷子になってしまったという設定のもと、お散歩を
しながら見つけるという、普段とは違うものだったので、参加した子どもたちも目を輝かせて説明を聞いていまし
た。
　出発してからすぐに、「まだないのー」「あひるさんどこー」という声が聞こえ、一匹目を見つけた時のうれしそ
うな声が山の中に響いていました。「おったー」「ここにおるよー。あひるさん」赤い実の隣にいたり、空中に浮い

▲つくし発見！

▲火入れして出来上がりを待ちます

簡易炭焼き体験簡易炭焼き体験

宿泊通学ボランティアスタッフ募集宿泊通学ボランティアスタッフ募集

　3月16日、簡易炭焼き体験を行いました。一斗缶を使用しての簡易
炭焼きはよく聞く方法なのですが、立神峡公園では『珪藻土（けいそ
うど）』ブロックを使用しての簡易炭釜を作ります。珪藻土とは七輪の
材料に使われる石で、耐火性と断熱性に優れているため、建材や保温
材としても使用されているもので、30個ほど使用して釜と煙突の部分
を作ります。火入れから出来上がりまで７時間ほど掛りました。取り出
した炭同士を叩いてみたところ、備長炭とまではいきませんが、澄ん
だ高い音がするきれいな出来栄えでした。

　毎年8月下旬から9月中旬まで、氷川町教育委
員会主催の宿泊通学体験事業が行われていま
す。親元から離れ、自分たちで食事を作り、お風

ていたり、木が根から倒されて出来た、くぼみの中にいたりと、計6カ
所にいましたが、集中してくれたおかげですべて見つけることができ
ました。
　今回は歩くだけではなく、さまざまなことに目を向けるので、非常に
疲れたと思います。年長の児童の皆さんは小学校に上がり、年中は年
長へと毎年上がっていく中、少し目線を変える事で、いつもよりさまざ
まなものが、違って見えるというような体験が必要と感じると同時
に、これからもこのような活動を通して、氷川町の子どもたちの成長
に貢献できるよう、尽力していきたいと思います。

◆募集人員：5人程度(高校生・大学生・社会人など)
◆お問い合わせ・お申し込み先
　立神峡公園管理棟　担当　志水 ☎62-1543

竹ドーム製作講習会竹ドーム製作講習会
　里山保全の一環として、竹林の間伐を行い、
間伐材を使用しての竹ドーム製作を行います。
　竹ドームは、組み上げると側面と天井面に星
を形作るドームです。間伐したその場で単独・少
人数での組み立てが可能であり、作業場所やイ
ベント時の休憩所設置など多用途で、災害発生
時なども非常に有効になります。これを機会に
講習会に参加してみませんか。

◆日　　時：4月20日（日）9時～15時
◆参  加  費：3,000円（講習費・保険料・材料代）
◆募集人員：5人
◆持  参  品
　長袖の服・長ズボン・長靴（竹やぶなどに入り
　ます）・帽子・軍手・昼食・水筒

呂を沸かし（立神
峡公園里地屋敷
のお風呂は五右衛
門風呂です。）、母
屋と納屋で宿泊し
ながら学校に通学
する活動です。


